
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

[26]全国共同利用研究成果報告

https://doi.org/10.15017/6796417

出版情報：全国共同利用研究成果報告. 26, 2023-03. Research Institute for Applied Mechanics,
Kyushu University
バージョン：
権利関係：



共同利用研究成果報告 

第 26 号

令和４年度

九州大学応用力学研究所 



発 刊 の 辞 

 

応用力学研究所が1997年に全国共同利用研究所となって25年が経過しました。この間、毎年100～

130件の共同研究が行われ、多くの成果が得られました。2020年度からのコロナ禍で研究環境が激変

しましたが、この間にいくつかの新しい試みも開始しています。公募申請時からの研究計画を定期

的に見直し可能な体制にしました。また共同研究の実験を共同研究者である応用力学研究所の教員

の助けを借りて遠隔で実施するシステムの構築を努力しました。特に高温プラズマ理工学研究セン

ターでは外部研究者が行なっていた実験計測機器運用をセンターで運用するため、技術補佐員（後

に九州大学職域限定職員）を1名採用し、その結果多くの共同研究の実験が遠隔で可能となりました

。共同研究における困難な状況を緩和し、研究を加速するという目的で、データ共有サーバーの構

築も進んでいます。これは、共同研究に参加された外部機関の研究者の方々と所内の研究者の間で

、共同研究に必要な所内の観測・実験・シミュレーション等によって得られたデータや、共同研究

の成果を共有し、公開もできるようにするものです。コロナの状況が好転している現在でもこれら

は継続しています。このような努力により、共同研究として、2022年度に受け入れた共同研究者の

人数は総計600名を超え、外国人研究者の数も約70名でした。この報告書に示しますように、2022年

度は、特定研究23件を含む総計で105件の共同研究を実施するなど、貴重な研究が数多く行われまし

た。2011年度から実施されている国外在住の外国人研究者が代表者となる国際化推進共同研究は、

20件（この20件に国際特定研究と分野融合研究のうち海外の機関に所属する研究者との3件を足した

国際共同研究の実施総数としては23件）が実施され、研究所の国際化に大いに貢献しています。こ

の中で国際ワークショップが3件開催され、国内外の研究者による活発な議論が行われました。この

他にも同じ研究分野の研究者が応用力学研究所に集まり、掘り下げた討論を行う研究集会は9件行わ

れ、それぞれについてまとめられています。若手キャリアアップ支援研究の代表者として、3名の採

用（3名新規）を実施し、また博士課程学生SRAを2名、博士課程学生と博士課程に進学予定の修士課

程学生RAを15名それぞれ採用する等、若手育成にも努力しています。 

これらの成果の一部は、2023年 6月 8日に開催される「RIAMフォーラム 2023」でも報告されま

す。またこの報告書は、応用力学研究所のホームページ（https://www.riam.kyushu-u.ac.jp）に

も掲載されます。 

 九州大学は 2004 年に国立大学法人として文部科学省から独立しました。応用力学研究所は、法人

化後も引き続き、「力学に関する学理及びその応用の研究」を目的とする研究所として位置づけられ、

重要な役割を与えられています。また応用力学研究所は、2010 年 4月、 文部科学省により応用力学

共同利用・共同研究拠点の認定を受けました。2021 年 10 月 29日には、応用力学共同研究拠点の期

末評価の通知があり、無事 2022年 4 月１日から 2028年 3月 31日までの継続が認められることとな

りました。応用力学研究所は、これからも地球環境力学分野、核融合力学分野、新エネルギー力学

分野とこれらの複数の分野にまたがる分野融合の研究領域において、国際的に高い水準の研究成果

を挙げるとともに、21 世紀の人類にとって極めて重要な課題となっている地球環境問題とエネル

ギー問題の解決に向けた研究に、理学と工学の両面から取り組んでいきます。同時に、全国共同利

用研究を基にして、全国および世界の研究者と連携し、力学とその応用の分野における世界的研究

拠点となることを目指します。これからも応用力学研究所が一層発展し、日本のみならず世界の学

術研究の重要な拠点であり続けることができますように、全国の研究者の方々からのより一層のご

支援・ご指導・ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。 

 

2023年 3 月 

九州大学応用力学研究所 
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